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観閲を受けて行進する団員

消
防
団
員
表
彰
者（
敬
称
略
）

【
秋
田
県
知
事
表
彰
】

▼
有
功
章
＝
煙
山
健（
第
１
分
団
部
長
）、
畠

山
貞
義（
第
９
分
団
副
分
団
長
）、
木
村
祐
市

（
第
12
分
団
副
分
団
長
）、
東
海
林
玉
夫（
第

12
分
団
部
長
）

▼
永
年
勤
続
章（
35
年
以
上
勤
続
）＝
田
澤
清

喜（
団
長
）、
奥
山
幸
誠（
第
５
分
団
副
分
団

長
）、
五
十
嵐
養
藏（
第
14
分
団
分
団
長
）、

照
井
正
明（
第
14
分
団
部
長
）

▼
永
年
勤
続
章（
30
年
以
上
勤
続
）＝
杉
澤
賢

（
第
３
分
団
分
団
長
）、
照
井
勇
一（
第
３
分

団
部
長
）、
伊
藤
勉（
第
３
分
団
団
員
）、
森

元
新
整（
第
５
分
団
分
団
長
）、
加
藤
民
昭

（
第
６
分
団
団
員
）、
山
崎
和
生（
第
７
分
団

団
員
）、
谷
屋
和
義（
第
８
分
団
団
員
）、
斉

藤
一
夫（
第
12
分
団
分
団
長
）

▼
永
年
勤
続
章（
25
年
以
上
勤
続
）＝

橋
誠

喜（
第
２
分
団
部
長
）、
杉
澤
雅
英（
第
３
分

団
団
員
）、

橋
強
志（
第
５
分
団
班
長
）、

谷
屋
龍
孝（
第
５
分
団
団
員
）、

橋
幹
雄

（
同
）、
辻
清
己（
第
７
分
団
班
長
）、
深
沢
修

一（
同
）、
前
田
豊
実（
第
７
分
団
団
員
）、
佐

藤
一
間（
同
）、
斉
藤
昭
雄（
同
）、
坂
本
政
一

郎（
第
８
分
団
団
員
）、
鈴
木
三
代
司（
第
10

分
団
班
長
）、
伊
藤
孝
順（
第
11
分
団
班

長
）、
佐
々
木
吉
則（
第
12
分
団
班
長
）

▼
永
年
勤
続
章（
20
年
以
上
勤
続
）＝
高
橋
信

（
第
６
分
団
団
員
）、
藤
井
但（
第
８
分
団
団

員
）、
高
橋
一
勝（
第
９
分
団
団
員
）、
木
村

隆
悦（
第
11
分
団
班
長
）、
木
村
恭
一（
第
11

分
団
団
員
）、
伊
藤
栄（
同
）、
大
類
正（
第
12

分
団
班
長
）、

橋
茂（
第
14
分
団
班
長
）

【
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

▼
勤
続
章（
10
年
以
上
勤
続
）＝
田
口
博
美

（
第
４
分
団
班
長
）、
井
関
優（
第
10
分
団
団

員
）、
中
野
満（
同
）、
高
橋
剛（
同
）、
梅
川

浩
孝（
同
）加
藤
廣（
第
12
分
団
団
員
）

【
秋
田
県
消
防
協
会
大
仙
市
仙
北
市
美

郷
町
支
部
長
表
彰
】

▼
精
勤
章（
７
年
以
上
勤
続
）＝
若
畑
隆
文

（
第
１
分
団
団
員
）、
嶋
津
聡（
同
）、

階
充

（
同
）、

山
良
浩（
同
）、
戸
沢
栄
治（
第
２
分

団
団
員
）、
富
樫
孝
司（
同
）、
田
沢
悟

（
同
）、
齊
藤
民
寿（
第
３
分
団
班
長
）、
熊
谷

勝
明（
第
３
分
団
団
員
）、
富
樫
雄
一（
第
４

分
団
団
員
）、
鈴
木
一
良（
第
６
分
団
団

員
）、
松
本
孝
成（
第
７
分
団
団
員
）、
藤
岡

由
守（
第
８
分
団
団
員
）、
畑
山
義
一（
同
）、

小
柳
友
一（
同
）、
石
田
忠
治（
第
12
分
団
団

員
）、
齊
藤
喜
代
美（
同
）、
近
江
谷
琢
磨

（
同
）、
金
子
勉（
第
13
分
団
団
員
）、
照
井
吉

則（
同
）、
佐
藤
守（
同
）

【
美
郷
町
消
防
団
長
表
彰
】

▼
精
勤
章（
３
年
以
上
勤
続
）＝
熊
谷
幸
太

（
第
３
分
団
団
員
）、
深
澤
仁（
第
４
分
団
団

員
）、

橋
良
至（
同
）、
加
賀
谷
太
一（
同
）、

橋
聡（
同
）、
加
畠
昌
央（
同
）、
田
本
修

（
同
）、
奥
山
洋
輝（
同
）、
大
隅
隆（
同
）、
戸

沢
武
昭（
第
８
分
団
団
員
）、
藤
井
翔（
同
）、

藤
岡
宏
輔（
同
）、

橋
功
夫（
第
10
分
団
団

員
）、
高
橋
修
一（
同
）、

橋
良
信（
第
11
分

団
団
員
）

【
美
郷
町
長
感
謝
状
】

▼
無
火
災
分
団
＝
第
７
分
団（
７
年
間
無
火

災
）、
第
２
分
団（
４
年
間
無
火
災
）、
第
13

分
団（
３
年
間
無
火
災
）

▼
退
団
者（
15
年
以
上
勤
続
）＝
小
林
正
敏

（
元
分
団
長
）、
傳
野
公
太
郎（
元
分
団
長
）、

岡
本
誠
毅（
元
副
分
団
長
）、
藤
嶌
猛（
元
部

長
）、

階
孝
一（
元
班
長
）、
杉
本
秀
雄

（
同
）、
東
海
林
秀
秋（
同
）、
継
田
義
克

（
同
）、
小
林
孔
昭（
同
）、

階
雄
一（
元
団

員
）、

階
稔（
同
）、
高
橋
恒
夫（
同
）、
澁
谷

耕
作（
同
）

　

新
年
と
と
も
に
防
災
へ
の
想
い
新
た
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
郷
町
消
防
出
初
式

　
平
成
21
年
美
郷
町
消
防
出
初
式
が
１

月
４
日
、
仙
南
公
民
館
を
主
会
場
に
行

わ
れ
、
町
消
防
団
14
分
団
３
３
７
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
式
典
に
先
立
ち
、
総
合
体
育
館
リ
リ

オ
ス
前
で
松
田
町
長
ら
が
観
閲
す
る

中
、
団
員
の
力
強
い
行
進
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
仙
南
公
民
館
で
開
か
れ
た
式
典
で

は
、
松
田
町
長
が「
団
員
皆
さ
ん
の
精
励

に
よ
り
住
民
生
活
の
安
全
は
一
段
と
推

進
さ
れ
て
い
る
が
、
社
会
経
済
の
変
化

に
伴
い
災
害
発
生
の
危
険
性
は
年
々
高

ま
っ
て
い
る
。
新
年
を
迎
え
、
心
新
た

に
住
民
の
負
託
に
応
え
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
る
」と
式
辞
。
続
い

て
、
田
澤
清
喜
団
長
が「
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
そ
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
ら
れ
る
結
束
力
が
必
要
。
日
頃
の

訓
練
活
動
等
を
怠
る
こ
と
な
く
、
防
災

の
技
術
向
上
に
力
を
注
い
で
い
た
だ
き

た
い
」と
訓
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た

93
人
、
３
団
体
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
受

章
者
を
代
表
し
て
第
９
分
団
副
分
団
長

の
畠
山
貞
義
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
る
と

と
も
に
、
出
席
者
全
員
に
よ
る
万
歳
三

唱
が
行
わ
れ
、
今
年
一
年
の
防
災
を
誓

い
ま
し
た
。



広報美郷　平成21年2月号5 広報美郷　平成21年2月号5

功労賞（個人）

生け花講座
小林ミサ子さん（土崎北部）
　昭和41年、千畑北公民館内に有志20人で、生花教室「古流清和
会」を組織し、以来毎週１回教室を開き、生け花指導にあたられ
ております。昭和47年に師範資格、昭和54年には家元華務職を
取得されております。昭和60年からは、生涯学習奨励員として
も活躍され、伝統華道の伝承、礼儀作法など、親しまれる組織づ
くりに尽力されています。

　美郷町芸術文化協会が、本町における芸術文化活動
において、特に顕著な功績及び実績をあげた団体及び
個人を顕彰することによって、後進の意欲を高め、活
動の奨励をはかることを目的とする。
　「功労賞」「栄光賞」「奨励賞」の３つの賞があり、それ
ぞれの基準により選考が行われる。

２個人２団体を表彰　第2回美郷町芸術文化賞
　第２回美郷町芸術文化賞授与式（美郷町芸術文化協会主
催、 橋進会長）が１月24日、仙南公民館で開かれ、多年に
わたり地域の芸術文化の向上に貢献した方や芸術文化団体
の指導にご尽力された2人2団体を表彰しました。

美郷町芸術
文化賞とは

奨励賞（団体）

さなぶり発表会（澁谷久一代表）
　同団体は、カラオケの同好者が集う小さなグ
ループから出発し、昭和54年の発表会をきっか
けに、翌年には民謡と舞踊の団体と提携して合
同の催しに発展させるなど、発表会を通して地
域住民に大衆芸の楽しみを提供しつつ、チャリ
ティなど福祉活動でも大きな貢献をされておら
れます。また、平成２年の第１回全県素人うた
とおどりのフェスティバル創設など、現在の礎
を作るとともに、アマチュア芸能の定着に町域
を超えた功績があります。

奨励賞（団体）

せんはた松並コール（佐藤定子代表）
　同団体は、平成２年千畑公民館生涯学習のお母さんコーラスと
して16名で結成。平成３年に「せんはた松並コール」と変更し、平
成４年から定期的に「せんはた松並コンサート」を開催し、会場を
訪れた人々に大きな感動をあたえています。また、大曲仙北合唱
祭、福祉施設、老人施設でのイベントなどにも積極的に参加し、
世代間の交流や地域の活性化に大きな貢献をされています。

栄光賞（個人）

民謡同好会
後藤　弘さん（中前郷）
　昭和46年、前森民謡同好会を発足させ、その活動とともに研鑽を積み、
様々な大会で活躍されています。中でも金澤八幡宮掛唄大会には、昭和42年
から毎年欠かさず出場を続け、３回の優勝を飾っております。また、相撲甚
句にも挑戦し、全国大会で４回の殊勲賞を受けられました。平成14年には自
宅に道場を開設、会員の指導や後進の育成にも力を注いでおられます。平成
19年には（財）日本民謡協会賞を受賞されています。


